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中で最初に発散する方向に結晶は自発分極を持っ＼ことである｡ Ⅹ の方向が結晶の Ⅹ
y,Z軸と任意の角をなしているとしても,この異常は結晶の1つの軸でのみ起 り･そ
のとき,他の軸の方向に異常のcosine成分が観測されることはない｡また三井理論で
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論文 Pepinsky･Vedam,Hoshir)0aridOkaya:Phys･Rev･lil(1958)
1508 によh,ば･NH4HS04は･温度を下げて行くとき･ B21/a- Ba- Bl
なる空間群の変化を伴 う相転移をなす｡これら3相のどれも擬似斜方である｡ Ba粕




otypic phase)は空間群 nnmnに属し･その単位胞のパラメータ a｡,b｡, COは






された｡ Qモー ドの波ベクトルは (1/4,0, 1/2),Q米モー ドの波ベ ク トルは
-407-
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ll/4, 0･1/2)であるo転移 Pmmム- B21/aは上記ソフトモー ドの振幅の変
動に対する不安定性に基因するo相転移後払 Qs (脚符 Sは "spontaneous" の頭
辛)は 0+Mれ//4 なる位相をもつ｡ただしCはある定数 (未定位相部分), M は佳
意の整数である;Mが偶か奇かは2個の異なる配向状態の各々に対応するo転移 B21
/a- Ba は上記ソフトモー ドの位相の変動に対する不安定性に基因するo相転移後
は･Q,Sの位相はも長や 0+Mw/4に留まらないで ±Ec/8(0<C｡<方) だけ
ズレを起こす0 ccは温度の下降につれて増大するo T対Eと曲線がB21/a- Ba
転移点附近でキュリー ･バイス則に従 うという観測事実は上記位相不安定性から理論的
に自然に出てくるo最後に, Bi相はBa相･ B21,/a相とhomophoneでない (すな
わちBa柏,B21/a相と酢 ソフトモー ドのどんな凝縮からも生 じない)ことが理論
的に結論されるoこのhomophoneでないことが･なぜ転移 Ba- Biは転移 B21/a
-→Baに比べて遥かに断絶的と観測されたかを理解させるであろう｡
なお,以上の詳細は論文 K･Aizu:J･Phys･ Soc･Japan堕 (1974)937 に
まとめられた｡
ソフ ト･フォノンと伝導電子






性散乱によるフォノンの分散曲線はLOモー ドとTOモー ドの長波長極限値が著 しく
接近していて,Lyddane-Sachs-Tbllerの法則が破れているが,これはLO･TOプラズモ
ンの相互作用によると見られる｡TOをソフト化するときにLO,TO, プラズモンの
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